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株式会社　電通提案団体名：

（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙３の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください

（テーマ型プロジェクト）次世代モビリティプロジェクト
MaaSを見据えた近未来のモビリティ社会において、広告・コンテンツ産業起点で移動および移動空間の楽しさを提
供するため、モビリティプロジェクトチームを設置。陸海空それぞれのモーダルで、産官学共同プロジェクト等を実施
中。
自動運転：2018年8月より、群馬大学と連携し、近未来のモビリティ社会におけるコミュニケーション・プラットフォーム
や広告・コンテンツの配信手法などについて研究中。2020年度からの商用提供を予定。
水都創造：水辺の活性化を図るうえで舟運の活性化に資するプラットフォームの開発、運営を産官連携で推進中。
舟運のＩＴ化、データ化、キャッシュレス化でインバウンド、観光だけでなく防災、地域活性化へもつなげられるプロ
ジェクトとして注力中。
空域創生：空域を活用した課題解決の可能性を追求。ドローンやエアモビリティを活用したサービス開発、実装に向
けたプロジェクトを組成、推進中。（問い合わせ）mobility@dentsu.co.jp 　【別添③】

○提案内容

技術の概要・実績等
技術の
分野

（テーマ型プロジェクト）災害関連情報配信プラットフォーム「City Watch」
様々な災害・緊急速報の情報を気象庁他の各機関よりリアルタイムで取得してサイネージやアプリ等のメディアに合
わせた情報形態での災害情報受信・送信プラットフォーム。平時は「いざという時」の対応の啓発コンテンツと共に生
活に役立つ情報を、緊急時（地震、津波、風水害、土砂災害、噴火、テロ、熱中症）は災害アラートを24時間配信で
きる情報配信センターを整備。災害アラート情報に紐づけて官庁、地方自治体、民間企業・団体からの災害情報や
被災者支援情報の配信が可能。
(HP）http://www.city-watch.jp/（問い合わせ）HP内の「お問い合わせ」よりお願い致します。　【別添①】【別添②】
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（集積技術型プロジェクト）AI日本語自然対話サービスプラットフォーム「Kiku-Hana」
“Kiku-Hana”は、これまで難しいとされてきた「日本語の意味」を解析することで、ユーザーが求める人間的な会話、
情報提供を可能にするAI日本語自然対話サービスプラットフォームです。音声認識や音声発話にも対応しており、
キャラクターを活用したチャットボットやコールセンターでのユーザーとの会話、コネクテッドカーや家庭用ロボットな
ど、さまざまなシーンで自動対応によるコミュニケーションを可能にします。（HP）https://www.kiku-hana.jp/ （問い合
わせ）contact@kiku-hana.jp 【別添④】【別添⑤】

（集積技術型プロジェクト）電通 VR plus
電通VR Plusでは、様々なVR事業の開発を実施。日本初12Kで撮影できるVRカメラをドローンとともに開発。これま
でのどの映像よりも美しいVR映像を空中からでも撮影できるようになった。その技術を活かし、北海道旭山動物園
VR映像の制作・百貨店でのパッケージ販売や小児病棟でのバーチャル旅行プロジェクトの実施、長岡花火大会の
撮影・映像販売を実施。
メジャーリーグ選手の実際の球筋をVR内で再現し、子供からおとなまでメジャーリーガーとの対戦を楽しめるVR野
球システムの開発や遠隔地からでもその場で観戦しているかのような気分でアバターを纏った友だちと話しながら
VRストリーミングを楽しめるアプリシステムを開発、Jリーグの配信(2月開始予定)や今後は音楽ライブやエクストリー
ムスポーツ等の配信、地方ローカルイベントの配信を検討。（問い合わせ）dentsuvrplus@dentsu.co.jp 【別添⑥】【別
添⑦】

（４）（７）

（都市戦略プロジェクト）”都市のグッドサーキュレーションモデル”プロデュース
Society5.0時代のスマートシティとはどのようなものでしょうか？街に生きる人たちが、心から幸せを感じ、
〝わくわくする前例なき未来″が実現する、場の創造ではないでしょうか。その場の創造にあたっては、AIやIoT等
の新技術や官民データが、アプリオリにまちづくりに取り入れられ、持続的に発展するための社会システムデザイン
が必須となります。目下、２０２０ビヨンドを視野に進められている再開発事業との連携アイデアや、新たなモビリティ
のサービサー、メディア開発者、エリア情報プラットフォーム構築などと並走させていかなくてはなりません。ここで常
に念頭に置いておくべきは、幸福の追求になります。もっというと、幸福を感じられるキモチのデザインではないで
しょうか。その結果、人の循環が起き、それが経済の循環につながり、街全体の活力につながっていく、そんな”都
市のグッドサーキュレーションモデル”の構築が急務になっていると考えます。弊社はかねてより、生活者のインサイ
ト発掘や、テクノロジー起点の民間から生じたシーズと生活者のニーズを繋ぎ、発展させ、実現する広範な技術、
ネットワークとアライアンス力、実施力を培ってきました。そして、これからも、さらに大きなフィールドで、大きなプロ
ジェクトビジョンを構築し、身分の垣根を超えて実装させていく連携力、推進力を強化していきます。私たちは、課題
先進国日本をポテンシャル先進国日本だと捉え、新産業分野の発掘、人々が身体性を感じられる人中心のウォー
カブルエリア実現に向けた新サービス開発などにも取り組んでいます。

（４）（７）



 

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）

（オ）（カ）

（ウ）

（株）電通　ビジネス・ディベロップ
メント＆アクティベーション局

後藤　健吾 080-6560-6826 kengo.goto@dentsu.co.jp

（テーマ型プロジェクト）災害関連情報配信プラットフォーム「City Watch」
生活者の防災意識向上、有事の際の早期対応、災害からの街の回復力（レジリエンス）強化

（集積技術型プロジェクト）電通 VR plus
VR体験サービスの開発・実装による観光資源の活性化とエリア価値向上、遠隔地とのコミュニケーション接点創出

（ア）（キ）

（都市戦略プロジェクト）”都市のグッドサーキュレーションモデル”構想
技術オリエンティッドから本質課題オリエンティッド、部分最適から全体最適へのシフト、複層的な課題の多視点での
統合解決

（シ）

（テーマ型プロジェクト）次世代モビリティプロジェクト
要素技術発想ではない、快適な都市空間のあり方、人間中心のスムーズなモビリティ体系の再構築

（集積技術型プロジェクト）AI日本語自然対話サービスプラットフォーム「Kiku-Hana」
コミュニケーションの自動化による業務効率化、ステーホルダーとのブランドエンゲージメント強化

（ア）（オ）

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

解決する課題のイメージ
課題の
分類

（３）その他
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